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C O N T E N T S

神
に
﹁
逆
ら
う
人
﹂
と
﹁
従
う
人
﹂
が
︑

　
　
同
じ
原
意
を
も
つ
﹁
隠
す
﹂
と
﹁
覆
う
﹂
に
よ
り
識
別
さ
れ
ま
す
︒

一
方
は
︑
美
辞
麗
句
の
背
後
に
憎
し
み
を
隠
そ
う
と
し
て
も
︑

　
　
嘲
り
の
ま
な
ざ
し
を
露
わ
に
し
︑
争
い
を
引
き
起
こ
し
ま
す
︒

他
方
は
︑
面
と
向
か
っ
て
た
し
な
め
て
も
︑

　
　
愛
を
も
っ
て
相
手
の
非
を
覆
い
続
け
︑
命
の
道
を
歩
み
ま
す
︒

主
イ
エ
ス
は
︑
わ
た
し
を
愛
し
︑
憐
れ
み
︑

　
　
す
べ
て
の
罪
を
神
の
前
で
ご
自
分
の
血
に
よ
り
完
全
に
覆
い
︑

　
　
隠
し
き
れ
な
い
恥
を
さ
え
人
の
目
か
ら
も
覆
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
︒
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岩
崎  

謙

い
わ
さ
き
　
け
ん

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
　
神
港
教
会
　
牧
師

表紙の言葉
今回は、『赤毛のアン』を翻訳して日本
に広めた村岡花子さんの母校、東洋英和
女学院の大学キャンパス（横浜市）を描
きました。色とりどりの花や緑に囲まれ
た礼拝堂は、ひときわ鮮やかな存在感を
放っています。きっと多くの学生がその
前を行き交い、そして「アン」のように、
自分の人生を鮮やかに切り開いていった
のでしょうね。 　（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　 

頭
　 

聖
　 

句 

Bible Verse & Essay by Ken Iwasaki

神
に
従
う
人
の
口
は
命
の
源

神
に
逆
ら
う
者
の
口
は
不
法
を
隠
す

0

0

。

憎
し
み
は
い
さ
か
い
を
引
き
起
こ
す
。

愛
は
す
べ
て
の
罪
を
覆
う

0

0

。

︵
箴
言
10
章
11
︑
12
節
︑
傍
点
筆
者
︶

The World of the Bible “Solomon’s Pillars” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

　

死
海
南
端
よ
り
約
一
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南

に
あ
る
テ
ィ
ム
ナ
は
、
ソ
ロ
モ
ン
王
時
代
の
銅

採
掘
場
だ
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
銅
や
鉄

を
多
く
含
む
赤
茶
色
の
巨
大
な
岩
は
「
ソ
ロ
モ

ン
の
柱
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
五
九
年
以
降
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
紀
元

前
五
〇
〇
〇
年
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
に
至
る
銅
山

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
ラ
ム
セ
ス
二
世
時
代
（
前

一
三
世
紀
）
の
銅
精
錬
場
や
ハ
ト
ホ
ル
神
殿
、
ミ

デ
ィ
ア
ン
人
の
土
器
な
ど
も
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
モ
ー
セ
は
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
祭
司
エ
ト
ロ

の
娘
を
娶め

と

り
、
出
エ
ジ
プ
ト
時
代
の
王
は
ラ
ム

セ
ス
二
世
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
バ
砂
漠
の
中
に
あ
る
テ
ィ
ム
ナ
は
現
在
、

自
然
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
興
味
深
い

の
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
聖

所
で
あ
っ
た
「
幕
屋
」
の
実
物
大
模
型
で
す
。

恐
る
恐
る
至
聖
所
の
垂
れ
幕
を
か
き
分
け
、
黄

金
色
に
輝
く
部
屋
の
、
ケ
ル
ビ
ム
に
守
ら
れ
た

「
神
の
箱
」
を
撮
影
し
ま
し
た
が
、
何
事
も
な
く

出
て
こ
ら
れ
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

幕
屋
を
聖
所
と
し
、「
わ
た
し
は
彼
ら
の
中
に

住
む
で
あ
ろ
う
」（
出
二
五・
八
）
と
語
ら
れ
た
御

言
葉
は
、「
わ
た
し
た
ち
は
生
け
る
神
の
神
殿
な

の
で
す
」（
二
コ
リ
六・一
六
）
と
い
う
積
極
的
な
パ

ウ
ロ
の
言
葉
と
し
て
、
私
た
ち
の
信
仰
生
活
の

自
覚
を
促
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

新聖
書
の

世
界 41

写
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／
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聖書セミナー⓴　住谷  眞
イエスと洗礼者ヨハネの関係をめぐって

人物と聖書�　鈴木範久
萩原朔太郎と聖書

エッセー�　蒲池明憲
み言葉の実践とは

Bible Guide
JBS直営店　限定品のご紹介
あなただけの聖書にしませんか

JBS情報
新翻訳ニュース
イベント情報
聖書事業懇談会（東京・大阪）
聖書クイズ王決定戦（福岡・名古屋・札幌）
聖書と音楽の出会い（富山）
聖書ビデオクリップ

日本聖書協会  後援会にご入会ください！
「ライフ・メモリアル献金」をお勧めいたします

聖書図書館蔵書シリーズ�
漢訳聖書　代表訳『舊新約全書』
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日本聖書協会では、バイブルハウス南青山など直営店での店頭販売をはじめ、
インターネット販売、カタログでの通信販売など、時代の変化に対応したさ
まざまなかたちでの聖書頒布に努めています。また、聖書に限らず、グッズ
販売も手がけています。今号では、5店舗となった聖書協会直営店について、
各店の店長からその様子や活動を詳しくご紹介いたします。──編集部

　

日
本
聖
書
協
会
は
二
〇
一
一
年
二
月
一
八
日
に
東

京
・
表
参
道
（
南
青
山
五
丁
目
）
に
「
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ

ス
南
青
山
」
を
開
店
し
、
直
営
店
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教

専
門
書
店
も
直
営
店
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今
は
、
聖
書

の
み
な
ら
ず
キ
リ
ス
ト
教
書
全
般
の
売
上
低
迷
が
続
い

て
お
り
、
そ
う
し
た
困
難
の
中
に
あ
る
書
店
を
お
助
け

す
る
た
め
で
す
。
二
〇
一
二
年
、
二
号
店
と
し
て
、
熊

本
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ
を
皮
切
り
に
、

二
〇
一
三
年
に
は
堺
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、
二
〇
一
四
年

に
は
北
九
州
キ
リ
ス
ト
教
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

二
〇
一
五
年
に
は
、
五
号
店
と
し
て
京
都
ヨ
ル
ダ
ン
社

が
加
わ
り
ま
し
た
。
今
後
は
直
営
店
を
グ
ル
ー
プ
化
し

て
連
携
を
強
化
し
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
書
の
ス
ム
ー

ズ
な
流
通
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
聖
書
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ッ
ズ
類
を
開

発
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
聖
句
入
り
の

栞
、
パ
ス
ケ
ー
ス
、
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
か
ら
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
部
屋
を
飾
る
オ
ブ
ジ
ェ
に
至
る
ま
で
、
ま
ず
は

既
存
の
他
社
製
品
を
ご
紹
介
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
グ
ッ
ズ
も
、
よ
り
聖

書
に
親
し
み
、
聖
書
愛
読
に
資
す
る
も
の
を
企
画
・
実

現
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ

プ
の
充
実
を
図
り
、
二
〇
一
四
年
末
に
は
デ
ザ
イ
ン
を

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
日
本
聖
書
協
会
の
直
営
店
を
通
し
て
、
聖
書

に
さ
ら
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
く
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

全国に広がる
聖書協会直営店

BS News

特集

B S  N E W S
　2014年11月に英国のウェールズで、
「メリー・ジョーンズ記念センター」の
開所式が行われ、列席しました。
　1800年の出来事です。一人の16歳に
なる少女メリー・ジョーンズが、聖書を
読みたくて読みたくて、お小遣いを6年
間貯め、1冊の聖書を求めて、家から42

キロメートルの道のりを裸足で歩き、
バラという町の教会の牧師を訪ねまし
た。しかし、彼女に渡す余分の聖書が
ありませんでした。彼女はそれを聞い
て途方に暮れ、泣いてしまったのです。
そこで牧師のトーマス・チャールズは、
他の人が注文した聖書を代わりに差し
出しました。しかも1冊の値段で3冊を
彼女にプレゼントしたのです。
　トーマス・チャールズがその後、ロ
ンドンにある聖書のトラクトを頒布する
団体に彼女の話を伝えましたら、多く
の人が感動しました。そして、誰でも

聖書を安価で読めるように、聖書を大
量に印刷し、頒布する団体の設立を呼
び掛けたのです。こうして世界で最初
の「聖書協会」が1804年にロンドンに
設立されました。
　この「英国聖書協会」こそ、世界宣
教の波に乗って、アジア、アフリカ諸国
へ聖書を翻訳・頒布する団体へと拡大
し、日本にも1876年に横浜に英国聖書
協会の支社が置かれ、日本最初の「文
語訳聖書」翻訳を完成させたのです。
日本のみならず、ほとんどのアジア諸
国の聖書の翻訳は、この聖書協会の働
きによって瞬く間に聖書普及の原動力
となったのです。

　私はこの開所式の中で、最も遠い東
の国から来た来賓として、トーマス・
チャールズの来孫（5代目の孫）のリ
タ・ジョーンズ（102歳）さんに日本語
の聖書を感謝して贈呈しました。車椅
子の彼女はとても元気で、にこやかに
応えてくださいました。

「メリー・ジョーンズ
記念センター」開所式

メリー・ジョーンズ記念センター

メリー・
ジョーンズ聖書

一般財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信　　          

               わたべ   まこと

　2014年、聖書協会に、新しい広報活動が加わりました。それは「聖

書クイズ王決定戦」です。東京と大阪ですでに行われ、約20チーム（1

チーム3名）が参加しました。聖書のクイズに挑戦し、早く正確に解

答する大会で、海外では若い年齢層に大変人気のあるイベントです。

　普段から聖書に親しみ、読み、覚えることによって身につく聖書

知識は、私たちが聖書のみ言葉によって日々生かされていく、信仰

の原点でもあります。私も子供時代、教会学校では必ず暗唱聖句を

覚えさせられたものです。そして、覚えた聖書のみ言葉は、一生涯、

忘れずに身に沁みこんだ神の言葉となり、様々な人生の局面で、主

の恵みの中へと私を導いてくれました。

　今後は各都市でクイズ王大会を開催し、最後に全国大会を催す計

画です。これは、ただ聖書を知識として覚えるのではなく、聖書を

何度も何度も精読することによって得る神様の恵みによるもので、

今回も、毎朝早く聖書を輪読している家庭の出場者もありました。

　2015年は福岡、名古屋、札幌を会場に開催が計画されています。

ぜひ、このイベントを覚えて、皆様方が奮ってご参加くださればと

思います。お申し込みは聖書協会ホームページをご覧ください。

ソア42号発行によせて
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バイブルハウス南青山

あ
る
お
客
様
に
御
言
葉
を
確
実
に
直
接
お
届
け
し
た
い

と
の
願
い
か
ら
、
二
〇
一
一
年
に
「
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南

青
山
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

直
営
第
一
号
店
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
初
は
試
行

錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
し
か
し
、
開
店
三
年
目
に
し
て

よ
う
や
く
お
店
の
営
業
も
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
書
に
加
え
、
グ
ッ
ズ

販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
夏
よ
り

オ
リ
ジ
ナ
ル
聖
書
カ
バ
ー
、
パ
ス
ケ
ー
ス
、
革
栞
な
ど

の
販
売
を
開
始
し
、
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
、
カ
ー
ド

類
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
グ
ッ
ズ
を
数
多
く
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
絵
画
展
や
写
真
展
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
期
間
限
定
で
年
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
開
催
時

期
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
随
時
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
折
り
に
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ

い
。

　

二
〇
一
四
年
春
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
を
本

格
始
動
し
、
全
国
の
お
客
様
の
ご
要
望
に
も
お
応
え
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三
〇
〇
〇
円
以
上
の
お
買

い
上
げ
で
送
料
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
定
休
日
を
設
け
ず
に
毎
日
営
業
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
近
く
に
お
寄
り
の
際
は
ご
来
店
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
本
市
内
に
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ
」

は
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
に
隣
接
す
る
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
大
江
教
会
の
敷
地
内
に
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

営
業
販
売
は
、
熊
本
県
を
中
心
と
し
て
、
長
崎
県
、

大
分
県
、
鹿
児
島
県
と
、
九
州
の
中
央
か
ら
南
に
か
け

て
の
広
い
範
囲
で
行
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
県
や
鹿
児
島

県
で
は
、
協
力
書
店
の
方
々
と
共
に
販
売
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
お
客
様
は
、
教
会
・
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
幼

稚
園
・
学
校
な
ど
が
中
心
で
す
。
店
長
の
山
本
正
明
を

は
じ
め
、
常
時
三
名
、
繁
忙
期
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
従

業
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

九
州
地
方
は
、
戦
国
時
代
後
期
に
日
本
に
や
っ
て
来

た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
宣
教
師
に
よ
り
福
音
の
種
が
ま
か
れ
、
キ
リ

シ
タ
ン
弾
圧
・
禁
教
の
時
代
を
含
め
て
、
日
本
国
内
で

は
最
も
長
い
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
年

は
、
日
本
の
信
徒
発
見
一
五
〇
周
年
記
念
の
ミ
サ
が
長

崎
県
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
子
孫

と
な
る
細
川
家
が
あ
っ
た
の
も
熊
本
市
で
す
。
そ
う
い

う
歴
史
が
あ
る
の
で
、
こ
の
地
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
日

本
の
他
の
地
域
と
は
異
な
り
、
文
化
の
一
部
と
し
て
根

づ
い
て
い
ま
す
。

　

近
代
に
お
い
て
も
熊
本
県
は
、
同
志
社
大
学
で
学
ん

だ
熊
本
バ
ン
ド
の
徳
富
蘇
峰
な
ど
を
輩
出
し
、
ま
た
日

本
最
初
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
誕
生
し
て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
後

の
時
代
に
は
、
阿
蘇
山
で
の
体
験
を
へ
て
独
自
の
キ
リ

ス
ト
教
を
生
み
出
し
た
「
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
」
の
手
島

郁
郎
も
活
躍
し
ま
し
た
。
阿
蘇
山
の
よ
う
に
、
時
に
は

噴
煙
を
上
げ
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
内
包
す
る
地
域
で
、

私
た
ち
は
文
書
伝
道
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
教
会
と

信
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
方
々
と
共
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
「
堺
キ
リ
ス
ト
教
書
店
」
は
、
大
阪
府
堺
市
の
中
心
街

か
ら
少
し
離
れ
た
小
さ
な
商
店
街
の
中
に
あ
り
、
先
代

の
森
永
幸
雄
が
創
業
し
て
か
ら
今
年
で
四
六
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
間
、
大
阪
南
部
か
ら
奈
良
県
、
和
歌
山

県
に
ま
で
広
が
る
範
囲
で
文
書
伝
道
を
行
い
、
微
力
な

が
ら
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
信
仰
の
助
け
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
も
そ
の
広
い
営
業
範
囲
は
健
在
で
、
配

達
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
車
の
年
間
走
行
距
離
は
四
万

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
迫
る
勢
い
で
、
こ
れ
は
地
球
一
周
分

に
相
当
し
ま
す
。
巡
回
す
る
教
会
は
教
派
を
問
わ
ず
、

大
小
を
問
わ
ず
、
も
ち
ろ
ん
お
客
様
も
老
若
男
女
を
問

い
ま
せ
ん
。
大
き
な
店
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

教
会
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
最
大
限
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

堺
キ
リ
ス
ト
教
書
店
が
日
本
聖
書
協
会
の
直
営
店
と

し
て
迎
え
ら
れ
た
の
は
二
〇
一
三
年
九
月
で
し
た
。
出

版
不
況
と
言
わ
れ
て
い
る
今
、
業
界
内
に
お
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
書
店
の
経
営
統
合
と
い
う
一
つ
の

策
が
具
体
的
な
か
た
ち
と
し
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
出
版
業
界
に
お
い
て
大
き
な
一
歩

　

私
ど
も
日
本
聖
書
協
会
は
通
常
、
一
般
書
店
、
キ
リ

ス
ト
教
専
門
書
店
な
ど
の
小
売
店
を
通
し
て
自
社
刊
行

の
聖
書
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で

バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山

店
長  

渡
辺
愛
雄

キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ

店
長  

山
本
正
明

堺
キ
リ
ス
ト
教
書
店

店
長  

植
田
雄
二

直
営
店
会
議
で
深
ま
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
日
本
聖
書
協
会
で
は
︑
二
〇
一
一
年
の

バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
の
開
店
か
ら
始

ま
り
︑
二
〇
一
四
年
度
末
時
点
で
熊
本
︑

堺
︑
北
九
州
の
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書
店
を

直
営
店
と
し
て
い
ま
す
︒
二
〇
一
五
年
一

月
に
は
京
都
の
専
門
書
店
も
グ
ル
ー
プ
に

加
え
︑
文
書
伝
道
に
邁
進
し
て
い
ま
す
︒

　
二
〇
一
四
年
七
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日

に
か
け
て
︑
直
営
店
四
店
︵
当
時
︶
の
店

長
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
︑
ふ

だ
ん
は
会
え
な
い
書
店
員
同
士
が
親
睦
を

深
め
る
と
と
も
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
が

抱
え
る
問
題
を
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま

し
た
︒
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書
店
は
︑
地
域

教
会
と
共
に
歩
む
た
め
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
柄
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
ま
す
︒
書
店

に
よ
っ
て
︑
お
客
様
の
求
め
る
書
籍
・
用

品
も
異
な
り
ま
す
︒
お
客
様
の
共
通
の

ニ
ー
ズ
を
探
求
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
︑

互
い
の
違
い
を
知
る
こ
と
に
よ
り
︑
自
分

の
書
店
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
の
発
掘
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
︒
ま
た
︑
多
く
の

書
店
は
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い

る
の
で
︑
独
立
店
舗
で
は
店
長
が
孤
立
し

て
し
ま
い
︑
人
知
れ
ぬ
苦
労
を
抱
え
込
む

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
も
︑
グ
ル
ー

プ
化
に
よ
っ
て
相
互
援
助
を
図
り
︑
グ

ル
ー
プ
全
体
の
相
乗
効
果
を
上
げ
る
こ
と

も
会
合
の
目
的
で
す
︒

　
直
営
店
会
議
で
は
︑
店
長
が
書
店
の
現

状
と
課
題
を
報
告
し
︑
互
い
に
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
︒
今
後
も
年
に
一
度
は
全
直

営
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
合
し
︑
話
し
合
い

の
時
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

バイブルハウス南青山
（東京都港区）

全国に広がる
聖書協会の直営店ネットワーク

京都ヨルダン社
（京都府京都市）

北九州キリスト教
ブックセンター
（福岡県北九州市）

キリスト教書店ハレルヤ
（熊本県熊本市）

堺キリスト教書店
（大阪府堺市）

特集

一
号
店

二
号
店

三
号
店

キリスト教書店ハレルヤ
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バイブルハウス南青山
（東京都港区）

〒107-0062
東京都港区南青山5-10-2
第2九曜ビル101
TEL：03-6418-5230
FAX：03-6418-5231

キリスト教書店ハレルヤ
（熊本市）

〒862-0971
熊本県熊本市中央区大江4-20-23
TEL / FAX：096-372-3503

堺キリスト教書店
（大阪府堺市）

〒591-8044
大阪府堺市北区中長尾町3-1-17  1F
TEL：072-257-0909
FAX：072-253-6132
＊4月以降、上記住所に移転

北九州キリスト教ブックセンター
（北九州市）

〒802-0022
福岡県北九州市小倉北区
上富野5-2-18
TEL / FAX：093-967-0321

京都ヨルダン社
（京都市）

〒602-0854
京都市上京区荒神口通河原町東入
TEL：075-211-6675
FAX：075-211-2834

　

私
た
ち
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
は
日
本
の
総
人

口
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
こ
の
割
合
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
福
音
を
伝
え
る
こ
と
が
こ
の
業
界
の
使
命

で
あ
る
と
、
改
め
て
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
こ
の
一
〇
年
、
二
〇
年
の

間
に
い
く
つ
か
の
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書
店
が
営
業
を
継

続
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
キ
リ

ス
ト
教
出
版
業
界
へ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
地
域

の
教
会
、
信
徒
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
書
店
が
個
人
経
営
に
近
い
と
い
う
こ

と
も
そ
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
書
店
が
こ
の

不
況
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
手
を
考
え
な
が
ら
こ
れ
ま
で
経

営
さ
れ
て
き
た
と
想
像
し
ま
す
が
、
現
実
は
と
て
も
厳

し
い
も
の
で
す
。
今
回
の
経
営
統
合
と
い
う
動
き
は
、

そ
う
い
う
意
味
で
も
非
常
に
大
き
な
前
進
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
以
上
、
キ
リ
ス
ト
教
専
門
書
店
が
減
っ
て
し
ま

う
と
、
業
界
全
体
が
危
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
出
版
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
良
書
が
出
版
で
き
な

か
っ
た
り
、
そ
れ
ら
を
購
入
で
き
る
場
所
（
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
も
含
む
）
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
町
の
本
屋
を
守
る
法
律
が
可
決
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
い
う
文
化

を
守
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
法
律
が
ど
う

い
っ
た
結
果
を
残
す
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
日
本
聖
書
協
会
直
営
店
も
こ
の

業
界
に
ど
う
い
っ
た
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

し
っ
か
り
と
目
的
を
も
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
書
店
は
文
書
伝
道
の
分
野
で
、

そ
れ
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
一
月
よ
り
、「
京
都
ヨ
ル
ダ
ン
社
」
が
日

本
聖
書
協
会
の
直
営
店
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
京
都

御
所
か
ら
鴨
川
に
向
か
う
荒
神
口
通
り
沿
い
に
あ
り
ま

す
。
配
達
エ
リ
ア
は
京
都
市
内
、
滋
賀
県
と
奈
良
県
の

一
部
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「
北
九
州
キ
リ
ス
ト
教
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」
は
、
北

九
州
一
円
を
網
羅
し
て
営
業
し
て
い
た
「
ヨ
ル
ダ
ン
社
」

の
倒
産
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
働
き
を
主
軸
と
し
、
個
人
商
店
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。
場
所
、
資
金
、
経
験
、
営
業
力
す
べ
て
「
な
し
」

か
ら
の
出
発
で
す
。
場
所
は
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
シ
オ

ン
山
教
会
の
一
室
か
ら
、
在
日
大
韓
小
倉
教
会
の
旧
会

堂
、
現
在
の
富
野
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
へ
と
転
々
と
し
な

が
ら
も
、
各
教
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
営
業
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
資
金
は
、
教
会
や

個
人
の
方
々
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
約
束
の
時
ま

で
に
完
済
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
経
験
や
営
業
力
は
、

毎
日
の
営
業
を
続
け
る
中
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
顧
客

の
皆
様
の
協
力
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
、
徐
々
に
つ
け
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
時
に
お
い
て
、

教
派
を
超
え
た
教
会
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
教
派
を
超
え
た
教
会
と

の
関
わ
り
を
も
て
る
こ
と
は
、
店
の
強
み
で
あ
り
、
励

み
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
営
業
、
店
内
一
般
、
経
理
関
係
を
、
一
名

の
常
駐
、
二
名
の
パ
ー
ト
で
回
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
主
体
の
経
営
か
ら
、
人
件
費
を
捻
出
で
き
る
経

営
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
現
在
の
目
標
で
す
。
ま
た
、

二
〇
一
四
年
六
月
よ
り
、
日
本
聖
書
協
会
の
直
営
店
と

し
て
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

北
九
州
は
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
の
発
祥
の
地
で
も

あ
り
、
ま
た
日
本
基
督
教
団
を
は
じ
め
多
く
の
教
会
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
西
南
女
学
院
、
明
治
学
園
、
折

尾
愛
真
学
園
な
ど
、キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
園
も
多
数
あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
が
停
滞

し
て
い
る
現
在
、
す
べ
て
の
事
業
体
が
共
助
の
体
制
で

北
九
州
キ
リ
ス
ト
教
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

店
長  

原
口
悦
子

京
都
ヨ
ル
ダ
ン
社店

長  

田
代
伸
一

写
真
展
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
ま
で

直
営
店
に
は
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い

　
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
で
は
開
店
以
来
︑
画
家
や
写
真
家
の

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
︑
ミ
ニ
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

二
〇
一
四
年
七
月
一
二
日
か
ら
九
月
一
五
日
に
は
︑
写
真
家
の
広
路

和
夫
氏
に
よ
る
﹁
ネ
コ
と
花
々
﹂
写
真
展
を
開
催
し
︑
そ
の
写
真

を
使
用
し
た
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
﹁
み
こ
と
ば
入
り
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
﹂

を
販
売
し
ま
し
た
︒
続
け
て
九
月
二
〇
日
か
ら
一
〇
月
二
六
日
に

は
︑
写
真
家
の
中
野
晴
生
氏
に
よ
る
﹁
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
﹂
写

真
展
を
開
き
ま
し
た
︒
展
示
を
通
し
て
新
し
い
お
客
様
に
お
店
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　
北
九
州
キ
リ
ス
ト
教
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
開
店
一
〇
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
︑
九
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
四
日
に
︑
同
店
一

階
で
横
山
匡
氏
の
﹁
聖
書
の
世
界
﹂
と
広
路
氏
の
﹁
ネ
コ
﹂
の
写

真
展
︑
お
よ
び
︑
同
店
の
あ
る
富
野
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
教
会
堂

に
て
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
︑
鬼
塚
真
嗣
氏
︵
若
松
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
員
︶
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
︒
写
真
展
は
の
べ
六
〇

名
ほ
ど
︑
コ
ン
サ
ー
ト
は
近
隣
の
学
校
や
幼
稚
園
の
運
動
会
が
重

な
る
な
ど
で
三
〇
名
ほ
ど
の
人
数
な
が
ら
︑
総
じ
て
和
や
か
な
雰

囲
気
で
︑
お
店
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
︒

　
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
︑
直
営
店
の

認
知
度
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

新
し
い
五
店
舗
目
の
お
店
が
加
わ
り
ま
し
た

堺キリスト教書店（4月以降、新店舗オープン）北九州キリスト教ブックセンター京都ヨルダン社

「ネコと花々」写真家の広路和夫氏

鬼塚真嗣氏のコンサート

特集

四
号
店
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イエスと洗礼者ヨハネの
関係をめぐって

住谷  眞

日本キリスト教会神学校講師・日本新約学会会員

　

イ
エ
ス
が
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
こ

と
は
、
四
つ
の
福
音
書
に
お
い
て
共
通
で
あ
る
。
初

代
教
会
は
こ
の
事
実
を
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
イ
エ
ス
と
洗
礼
者
と
の
関
係
を
ど
う
理
解
し
、

調
整
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
こ
の
対
処
の

仕
方
に
、
福
音
書
で
違
い
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
史
的
イ
エ
ス
と
洗
礼
者
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
現
在
、
筆
者
が
考
え
て
い
る
所
見
を
以
下

簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は
、「
主
の
愛
す
る
弟
子
」
の
遺
稿

が
基
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子

で
あ
り
、
ア
ン
デ
レ
と
共
に
イ
エ
ス
の
弟
子
の
群
れ

と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
一
・
四
〇
）。
現
代
の
新
約
学

で
は
、
彼
は
ヨ
ハ
ネ
教
団
の
学
頭
と
さ
れ
、
ゼ
ベ
ダ

イ
の
子
ヤ
コ
ブ
の
兄
弟
ヨ
ハ
ネ
（
以
下
ヨ
ハ
ネ
）
で
あ

る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
年
代
的

な
考
察
の
結
果
、
ヤ
コ
ブ
の
兄
弟
と
考
え
て
い
る
。

　

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
で
は
、
イ
エ
ス
は
洗
礼
者
か
ら
洗

礼
を
受
け
、
一
時
期
、
共
に
活
動
し
、
自
身
も
洗
礼

を
施
し
て
い
た
。
編
集
者
は
こ
れ
を
否
定
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
弟
子
が
洗
礼
を
行
っ
て
い
た
こ

と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
四
・
二
）。

　

イ
エ
ス
は
洗
礼
者
よ
り
も
弟
子
が
増
え
、
ガ
リ
ラ

ヤ
に
移
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
ア
ン

デ
レ
と
そ
の
兄
弟
ペ
ト
ロ
、
主
の
愛
す
る
弟
子
ヨ
ハ

ネ
と
ヤ
コ
ブ
は
そ
こ
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
福
音
書
に
は
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
傍

に
い
た
女
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
一
九
・
二

五
の
「
母
の
姉
妹
」
と
マ
タ
イ
二
七
・
五
六
の
「
ゼ

ベ
ダ
イ
の
子
ら
の
母
」
と
が
同
一
人
物
だ
と
推
定
で

き
る
。
す
る
と
、
イ
エ
ス
と
ヤ
コ
ブ
、
ヨ
ハ
ネ
は
従

兄
弟
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
こ
と

の
解
明
に
な
る
。

　

第
一
は
、
な
ぜ
ヨ
ハ
ネ
が
洗
礼
者
か
ら
イ
エ
ス
の

弟
子
と
な
っ
た
の
か
、
ま
た
ガ
リ
ラ
ヤ
で
最
初
の
弟

子
と
し
て
マ
ル
コ
に
登
場
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
の

説
明
。

　

第
二
は
、
マ
タ
イ
二
〇
・
二
〇
以
下
で
、
な
ぜ
ゼ

ベ
ダ
イ
の
子
た
ち
の
母
が
彼
ら
と
共
に
（
マ
ル
コ
一

〇
・
三
五
で
は
母
は
い
な
い
）、
イ
エ
ス
に
即
位
後
、
王

の
右
左
に
息
子
を
就
け
る
よ
う
求
め
た
か
の
説
明
。

母
か
ら
見
れ
ば
イ
エ
ス
は
甥
で
あ
り
、
縁
故
に
よ
る

就
職
の
斡
旋
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
い
て
主
の
愛
す
る

弟
子
が
イ
エ
ス
の
母
を
引
き
取
っ
た
こ
と
（
一
九
・

二
六
─
二
七
）
の
説
明
が
付
く
。

　

マ
タ
イ
だ
け
が
、
イ
エ
ス
の
受
洗
の
際
の
洗
礼
者

聖書セミナー 

すみたに  まこと

と
の
対
話
を
記
し
、
洗
礼
者
が
イ
エ
ス
に
洗
礼
を
授

け
る
こ
と
へ
の
躊
躇
を
描
く
（
三
・
一
四
）。
そ
れ
は

「
す
べ
て
の
正
し
い
こ
と
を
成
就
す
る
」
こ
と
と
さ

れ
る
（
同
一
五
節
参
照
）。

　

ル
カ
に
お
い
て
は
、
洗
礼
者
の
母
エ
リ
サ
ベ
ト
と

イ
エ
ス
の
母
マ
リ
ア
が
親
戚
で
あ
り
（
一
・
三
六
）、

後
者
が
前
者
を
身
重
の
時
に
訪
ね
、
半
年
年
長
で
あ

る
洗
礼
者
が
胎
内
で
イ
エ
ス
の
こ
と
で
喜
び
踊
っ
た

と
記
す
。
こ
う
し
て
両
者
の
順
位
を
定
め
て
い
る
。

　

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
で
は
、
洗
礼
者
は
イ
エ
ス
を
知
ら

な
か
っ
た
と
す
る
（
一
・
三
一
、
三
三
）。
親
戚
な
ら
ば
、

イ
エ
ス
は
洗
礼
者
と
交
流
が
あ
り
、
や
が
て
洗
礼
者

の
追
随
者
と
な
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る

（
マ
ル
コ
一･

七
「
わ
た
し
の
後
に
（
オ
ピ
ソ
ー
・
ム
ー
）
来

る
」。
ル
カ
三
・
七
は
オ
ピ
ソ
ー
・
ム
ー
を
削
除
し
て
い
る
）。

マ
リ
ア
は
大
祭
司
ア
ロ
ン
系
で
（
ル
カ
一
・
五
）、
ヨ

セ
フ
は
ダ
ビ
デ
系
な
の
で
（
マ
タ
イ
一
・
一
六
）、
親

族
は
い
わ
ば
幼
少
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
の
「
お
家

再
興
」
を
イ
エ
ス
に
期
待
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な

い
。

　

マ
ル
コ
福
音
書
は
、
イ
エ
ス
と
洗
礼
者
と
の
関
係

や
、
ア
ン
デ
レ
や
ヨ
ハ
ネ
が
洗
礼
者
の
弟
子
で
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
イ
エ
ス
が
洗
礼
者
や
ゼ
ベ
ダ
イ
の
子

た
ち
と
親
戚
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ル
コ
は

知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
知
っ
て
い
た
か
ら
、

そ
れ
を
捨
象
し
、
福
音
書
に
お
い
て
イ
エ
ス
の
ガ
リ

ラ
ヤ
で
の
活
動
を
洗
礼
者
の
逮
捕
後
と
記
し
（
一
・

一
四
）、
し
か
も
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
で
初
め
て
見
た
漁
師

た
ち
を
弟
子
と
し
て
召
し
た
よ
う
に
書
く
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
「
無
学
な
」
人
で
は
な
く
、

洗
礼
者
の
下
で
訓
練
を
受
け
た
只
者
な
ら
ぬ
人
た
ち

な
の
で
あ
る
。
マ
ル
コ
は
、
あ
く
ま
で
も
洗
礼
者
を

先
駆
け
と
し
、
ま
た
受
難
の
予
表
と
し
て
描
き
、
神

学
的
に
両
者
の
関
係
を
整
理
し
て
い
る
。

　

マ
ル
コ
が
イ
エ
ス
の
出
自
や
親
族
関
係
に
つ
い
て

書
こ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
既
に
存
在
し

た
Ｑ
資
料
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
地
上
の
イ
エ
ス
へ

の
直
接
的
な
信
従
を
説
く
Ｑ
資
料
へ
の
警
戒
か
ら
、

そ
れ
を
無
視
し
た
こ
と
と
相
通
じ
る
点
が
あ
る
し
、

ま
た
パ
ウ
ロ
が
イ
エ
ス
を
肉
に
従
っ
て
知
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
こ
と
（
二
コ
リ
五
・
一
六
）
と
も
通
じ
る
点

が
あ
る
。

　

マ
ル
コ
福
音
書
が
最
古
の
福
音
書
で
あ
り
、
資
料

的
に
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
歴
史
に
お
い
て
は
、
初
期
に
は
語

ら
れ
ず
、
後
に
な
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
事
実

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
マ
ル

コ
が
敢
え
て
隠
蔽
し
た
事
柄
が
、
後
の
福
音
書
で
出

て
く
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
無
視
し
た
Ｑ
資
料
が
、
や

が
て
マ
タ
イ
、
ル
カ
の
福
音
書
に
収
録
さ
れ
た
の
と

同
様
で
あ
る
。

　

洗
礼
者
の
追
随
者
で
あ
っ
た
イ
エ
ス
が
、
そ
の
後
、

ユ
ダ
ヤ
で
の
洗
礼
運
動
（
ヨ
ハ
ネ
三
・
二
三
）
を
止
め
た

（
同
四
・
三
）
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
洗
礼
者
の
入

獄
が
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
を
連
れ
て

ガ
リ
ラ
ヤ
で
神
の
国
の
宣
教
活
動
に
入
っ
た
。
イ
エ

ス
は
、
身
内
で
洗
礼
者
の
弟
子
で
あ
っ
た
者
を
最
初

の
弟
子
に
し
て
活
動
し
た
が
、
そ
の
宣
教
と
目
的

は
、
洗
礼
者
や
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
の
理
解
や
、
ま

た
親
族
の
「
お
家
再
興
」
の
期
待
を
超
え
て
絶
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

The Relationship between Jesus and John the Baptist / Makoto Sumitani

※ 

Ｑ
資
料
と
は
、
マ
ル
コ
福
音
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
イ
エ
ス
の
言

動
に
関
す
る
資
料
で
、
マ
タ
イ
と
ル
カ
が
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

20

イ
エ
ス
と
ヤ
コ
ブ
、
ヨ
ハ
ネ
と
の
関
係

事
実
は
後
か
ら
出
て
く
る

イ
エ
ス
の
活
動

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
描
像

マ
タ
イ
福
音
書
の
描
像

ル
カ
福
音
書
の
描
像

マ
ル
コ
福
音
書
の
描
像
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ニ
コ
ラ
イ
が
来
訪
し
、
信
徒
に
洗
礼
を
施
し
て
い

る
。
当
時
、
父
の
医
院
に
は
従
兄
で
医
師
の
栄
次
が

同
居
、
栄
次
は
一
九
〇
二
年
に
日
本
組
合
基
督
教
会

前
橋
教
会
に
お
い
て
堀
貞
一
牧
師
か
ら
受
洗
、
朔
太

郎
に
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
思
想
、
文
学
な
ど
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
上
毛
共
愛
女
学
校
に

お
け
る
妹
（
ワ
カ
）
の
友
人
で
、
後
の
洗
礼
名
エ
レ

ナ
で
知
ら
れ
る
馬
場
ナ
カ
に
対
し
特
別
の
思
い
を
抱

く
よ
う
に
な
る
が
、
朔
太
郎
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
に

対
す
る
疑
念
を
解
消
し
て
い
な
い
。

　

正
教
会
の
礼
拝
は
音
楽
礼
拝
と
も
称
せ
ら
れ
る

ほ
ど
音
楽
性
に
富
ん
で
い
る
。
朔
太
郎
に
正
教
会
の

与
え
た
影
響
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
音
楽
性
を
あ

げ
た
い
。
日
記
に
よ
る
と
、
一
〇
年
後
の
一
九
一
四

年
一
月
に
は
同
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
マ
ン
ド
リ
ン

の
演
奏
を
し
て
い
る
。

　
　

八
月
は
祈
禱
、

　
　

魚
鳥
遠
く
に
消
え
去
り
、

　
　

桔
梗
い
ろ
お
と
ろ
へ
、

　
　

し
だ
い
に
お
と
ろ
へ
、

　
　

わ
が
心
い
た
く
お
と
ろ
へ
、

　
　

悲
し
み
樹
蔭
を
い
で
ず
、

　
　

手
に
聖
書
は
銀
と
な
る
。

　
（「
山
居
」、『
月
に
吠
え
る
』）

　

萩
原
朔
太
郎
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
一
一

月
一
日
、
前
橋
の
医
師
の
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
朔つ

い

日た
ち

生
ま
れ
の
長
男
で
あ
る
か
ら
朔
太
郎
と
名

付
け
ら
れ
た
。

　

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
、前
橋
中
学
校
に
入
学
。

四
年
の
こ
ろ
、
近
く
の
前
橋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に

通
う
。
同
教
会
は
一
八
七
五
年
に
創
立
、
ま
も
な
く

旧
約
を
愛
読

萩
原
朔
太
郎
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

キ
リ
ス
ト
と
新
約
聖
書

Human and the Bible “Sakutaro Hagiwara and the Bible” / Norihisa Suzuki

27

　

旧
約
聖
書
の
伝
道
之
書
に
関
し
て
、
栄
次
宛
て

の
手
紙
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

�　

あ
の
中
に
「
伝
道
の
書
」
と
い
ふ
の
が
あ
る
、

新
旧
全
バ
イ
ブ
ル
を
通
じ
て
私
の
最
も
感
動
し

た
の
は
そ
れ
で
す
、「
す
べ
て
空
の
空
な
る
哉
、

青
春
は
二
度
か
へ
ら
ず
、
汝
等
よ
若
き
時
に
悦

び
楽
し
め
」
と
い
ふ
あ
の
書
の
教
訓
を
よ
ん
で
、

之
れ
真
理
也
と
叫
ん
だ
の
は
中
学
五
年
の
時
で

し
た
。

　

こ
れ
を
見
る
限
り
聖
書
へ
の
関
心
は
教
訓
的
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
ま
も
な
く
ト
ル
ス
ト
イ
お
よ
び
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
文
学
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け

る
。
と
り
わ
け
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
カ
ラ
マ
ー

ゾ
フ
の
兄
弟
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
律
法
的
に
解

し
て
い
た
朔
太
郎
に
「
お
前
は
そ
こ
に
立
つ
て
居

さ
へ
す
れ
ば
い
ゝ
の
だ
」、「
罪
が
許
さ
れ
た
」
と

の
実
感
を
与
え
た
（
一
九
一
六
年
四
月
、
高
橋
元
吉
宛
て

書
簡
）。

　

同
年
一
一
月
に
は
、
前
橋
で
書
店
を
営
む
高
橋

元
吉
に
次
の
よ
う
な
依
頼
を
し
て
い
る
。

　

�　

小
形
の
新
約
全
書
の
皮
表
紙
、
三
方
金
の
も

の
が
買
ひ
た
い
の
で
す
か
ら
、
一
冊
、
店
の
方

へ
出
し
て
お
い
て
下
さ
い
。（
宅
ま
で
届
け
て
い

た
ゞ
け
れ
ば
好
都
合
で
す
）、
私
の
聖
書
は
あ
ま

り
古
く
て
き
た
な
い
の
で
、
新
ら
し
く
美
し
い

の
が
一
部
欲
し
く
な
つ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
朔
太
郎
が
古
び
た
『
旧
新
約
全
書
』

に
代
わ
る
新
約
聖
書
を
入
手
し
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
な
い
。
信
仰
に
対
す
る
強
い
関
心
は
最
後
ま

で
維
持
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
前
に
し
て
足
踏

み
を
続
け
た
。

　

前
橋
文
学
館
に
は
萩
原
朔
太
郎
の
用
い
た
聖
書

が
遺
さ
れ
て
い
る
。『
旧
新
約
全
書
』（
大
日
本
聖
書
館
、

一
八
九
九
年
）
で
あ
る
。
こ
の
聖
書
に
は
多
く
の
傍

線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
新
約
聖
書
と
比
較
し
て

圧
倒
的
に
旧
約
聖
書
に
多
い
。
冒
頭
の
創
世
記
一

章
一
─
三
一
節
か
ら
始
ま
り
、
数
で
言
え
ば
伝
道

之
書
、
利レ

未ビ

記
、
箴
言
、
出
埃エ

ジ

及プ
ト

記
に
目
立
つ
。

そ
れ
に
反
し
、
新
約
聖
書
は
約ヨ

ハ
ネ翰
伝
の
数
箇
所
に

過
ぎ
な
い
。

『
旧
新
約
全
書
』
の
扉

萩原朔太郎

遺された『旧新約全書』。巻末に署名。

愛
読
し
た
聖
書
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エ
ッ
セ
ー み

言
葉
の
実
践
と
は

蒲
池
明
憲

38

蒲池明憲（かまち・あきのり）　
株式会社千代田情報システム代表取締役社長。

と
決
め
た
。
自
分
の
不
遜
さ
に
泣
き
、
神
の
無
限
の
恩
寵
に
目
覚
め
、
感
謝
を
も
っ
て
立
ち
上
が
っ

た
時
、
病
も
急
速
に
癒
や
さ
れ
、
奇
跡
的
な
快
復
を
し
た
。
─
─
朝
禱
会
で
聞
く
証
し
は
、
い
つ
し

か
私
に
と
っ
て
、
み
言
葉
を
い
か
に
実
践
し
て
生
き
る
か
を
分
か
ち
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
あ
な
た
が
た
が
わ
た
し
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
わ
た
し
の
言
葉
が
あ
な
た
が
た
の
内
に
い
つ
も

あ
る
な
ら
ば
、
望
む
も
の
を
何
で
も
願
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
か
な
え
ら
れ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
一
五
・

七
）。
こ
の
み
言
葉
と
の
出
会
い
で
拙
著
『M

yBible

』（
千
代
田
情
報
シ
ス
テ
ム
）
が
誕
生
。
二
〇
〇
五

年
四
月
一
五
日
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
が
集
い
、
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア

大
聖
堂
で
「『M

yB
ible

』
出
版
記
念
ミ
サ
」
を
捧
げ
ま
し
た
。
司
式
は
立
花
昌
和
神
父
、
吉
池
好

高
神
父
、
星
野
正
道
神
父
、
今
井
康
雄
終
身
助
祭
、
説
教
は
日
本
聖
書
協
会
の
渡
部
信
総
主
事
で
す
。

　

そ
の
後
、「『M

yB
ible

』
に
さ
ら
に
説
明
文
を
加
え
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
二

〇
一
三
年
、
新
た
に
『M

yBible II

』（
千
代
田
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
出
版
し
ま
し
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
律
法
を
聞
く
者
が
神
の
前
で
正
し
い
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
実
行
す
る
者
が
、
義
と
さ
れ
る
」

（
ロ
ー
マ
二
・
一
三
）、「
わ
た
し
の
こ
れ
ら
の
言
葉
を
聞
く
だ
け
で
行
わ
な
い
者
は
皆
、
砂
の
上
に
家

を
建
て
た
愚
か
な
人
に
似
て
い
る
」（
マ
タ
イ
七
・
二
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
み
言
葉
の
実
践
が
具
体

的
に
で
き
る
内
容
で
、
ど
な
た
に
も
理
解
さ
れ
、
親
し
み
や
す
く
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
制
作
を
通

し
て
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
恵
み
は
、「
キ
リ
ス
ト
に
倣
う
」
た
め
の
実
践
内
容
と
し
て
、
次
の
四
項

目
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
①
心
の
あ
り
よ
う
─
─
逆
境
・
心
配
・
恐
れ
・
悲
し
み
・
怒

り
・
執
着
心
・
欲
望
の
あ
る
時
。
②
言
葉
の
あ
り
よ
う
─
─
言
葉
は
言こ
と

霊だ
ま

と
も
言
わ
れ
、
唇
を
制
す

る
に
は
。
③
行
動
の
あ
り
よ
う
─
─
仕
え
る
者
と
な
り
、
人
の
喜
び
の
中
で
己
を
生
か
す
に
は
。

④
祈
り
の
あ
り
よ
う
─
─
為な

す
術す

べ

が
な
い
時
、
求
め
る
と
得
ら
れ
る
祈
り
と
は
。
こ
れ
ら
の
あ
り
よ

う
を
微
調
整
す
る
こ
と
で
、
主
が
人
を
創
造
さ
れ
た
本
来
の
歩
み
が
で
き
、
主
の
恵
み
を
実
感
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
現
在
、『M

yBible

』、『M
yBible II

』
は
日
本
語
版
・
英
語
版
を
電
子
書
籍
に
し
、

世
界
五
一
カ
国
に
配
信
中
で
す
。

　

初
め
て
私
が
朝
禱
会
に
出
席
し
た
の
は
、
今
よ
り
三
三
年
前
。
神
田
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
木
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
東
京
国
際
朝
禱
会
で
し
た
。
家
庭
的
で
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
会
で
、
司
会
の
竹
内
羊
蔵
さ

ん
（
当
時
、
日
本
基
督
教
団
銀
座
教
会
会
堂
建
築
委
員
長
、
日
本
聖
書
協
会
副
理
事
長
、
ギ
デ
オ
ン
協
会
会
長
、
大

手
食
品
会
社
監
査
役
、
我
が
社
の
初
代
会
長
）
が
次
の
よ
う
な
証
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
少
年
時
代
、「
不
思
議
な
病
院
の
紹
介
」
と
い
う
新
聞
記
事
を
目
に
し
た
。
御
殿
場
に
あ
る
神

山
復
生
病
院
の
こ
と
で
、
そ
の
病
院
長
は
設
立
以
来
、
外
国
人
。
日
本
に
来
て
、
人
が
嫌
う
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
、
な
ぜ
悔
い
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
の
疑
問
が
湧
く
。
や
が
て
社

会
人
と
な
り
、
富
士
登
山
の
帰
り
に
神
山
復
生
病
院
を
訪
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
。
病
院
長

の
エ
ド
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー
神
父
に
少
年
時
代
の
疑
問
を
話
す
と
、
神
父
は
棚
か
ら
一
冊
の
本
を

持
っ
て
き
て
、「
あ
な
た
の
知
り
た
い
秘
密
は
こ
の
本
の
中
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
こ
の
国
、
ど
こ
の

人
で
あ
ろ
う
と
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
兄
弟
姉
妹
で
す
。
私
た
ち
は
隣
と
な
り

人び
と

に
仕
え
る
た
め
、

こ
の
地
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」
と
聖
書
を
渡
し
て
く
れ
た
。
竹
内
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
世

界
が
あ
っ
た
の
か
」
と
深
く
心
を
動
か
さ
れ
、
帰
京
す
る
と
聖
書
を
買
い
求
め
、
受
洗
し
た
。

　

②
「
神
の
業
が
こ
の
人
に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
九
・
三
）。
竹
内
さ
ん
の
家
庭
に
、
生
ま

れ
な
が
ら
の
脳
性
小
児
マ
ヒ
の
子
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
子
を
連
れ
て
歩
く
時
は
、
表
通
り
や
に
ぎ

や
か
な
通
り
は
避
け
、
人
気
の
な
い
暗
い
裏
通
り
を
い
つ
も
選
び
、
お
祭
り
の
時
は
外
出
し
な
い
。

四
国
に
出
張
の
際
、
脳
出
血
で
倒
れ
、
右
半
身
不
随
と
な
っ
た
。
右
手
の
感
覚
は
な
く
、
注
射
針
の

痛
み
は
感
じ
な
か
っ
た
が
、
左
手
に
注
射
を
し
た
と
こ
ろ
痛
み
を
感
じ
、
痛
み
を
知
る
こ
と
の
恵
み

を
新
た
に
し
た
。
こ
の
時
、
自
ら
の
息
子
に
対
す
る
愛
情
の
乏
し
さ
、
理
解
の
な
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
、
愛
に
偽
り
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
気
づ
い
た
。
爾じ

来ら
い

、
こ
の
子
を
我
が
家
の
宝
物
と
し
よ
う

『MyBible』、『MyBible II』



聖書のみことばを現代の映像表現で伝える新感覚の聖書ビデオクリップ
を公開しています。オランダ聖書協会製作の日本語版。詩編から「1編」、

「13編」、「51編」、「139編」、「146編」の全5タイトル。各1分半程度の
ショートムービー。日本語での朗読、日本語字幕つき。聖書愛読のため
に、また教会、学校での集会用、伝道用としてもご活用ください。日本
聖書協会ホームページ、YouTube からご覧いただけます。

次世代のための新しい映像コンテンツ公開中

※ 詳細は決まり次第、日本聖書協会ホー
ムページでお知らせいたします。各
イベントは全て参加無料です。

聖書ビデオクリップ 教会、集会等で、ぜひご活用ください

新翻訳
ニュース

東京

富山

福岡 札幌名古屋

大 阪

●アマネカ マルチサイズ・ブックカバー
背部分にクロス空押しの限定品
マルチ・サイズ・ブックカバー
ブラック／ピンク／オレンジ／キャメル／モスグリーン

（製作：JERRY COLE DESIGN）
本体3,700円＋税

◦クロスアクセサリー各種
厳選したクロス（十字架）の置物や
アクセサリーの数々、直輸入品や
手作り作品などもございます。

（バイブルハウス南青山限定）
本体950円＋税〜

商品のご用命、
お問い合わせはこちらまで。
TEL ：03-6418-5230　
FAX ：03-6418-5231
E-mail：biblehouse@bible.or.jp

　今年度は、第一稿から第三稿までの翻訳作業がいちだんと進んだことに加え、旧新
約の多くの書が翻訳者委員会で検討の対象となりました。翻訳者委員会は、原語担当
者と日本語担当者が作成した第三稿を、複数の委員が原語、日本語の視点から改訂す
る場で、2013年11月から2014年11月までに50回以上開催されました。この関連で、昨
年に引き続き、今年度も翻訳者の合宿が行われ、翻訳者委員会と翻訳作業が連日、集
中して行われました（2014年3月24日から28日にかけてカルメル会上野毛聖テレジア

修道院で春合宿、8月25日から29日にかけて聖心会裾野マリア修道院で夏合宿）。今後は、話し合う内容を委員の
方に事前に準備していただくことで、翻訳者委員会をより効率よく進めていく予定です。
　また、2014年5月に編集委員会が初めて開催されました。編集委員会は、翻訳者委員会で作成された原稿（第
四稿）を検討する場で、委員は聖書学、教義学、日本語、文学、典礼、女性の視点など、各分野の専門家によっ
て構成されています。これまで、編集委員会は3回開催され、旧約はハバクク書、ゼファニヤ書など、新約は黙
示録やテサロニケの信徒への手紙（一）など、いくつかの書の検討を終えました。

日時：  2015年3月6日（金） 18:30〜20:30
会場：  フクラシア東京ステーション
 6階D会議室
講師： 柊  暁生氏　
 新翻訳事業翻訳者兼編集委員
 南山大学人間文化研究科非常勤講師

日時：  2015年9月11日（金）18:30〜20:30
会場：  北日本新聞ホール
ゲスト： 市岡  裕子氏  （ゴスペルシンガー）

日時： 2015年5月9日（土）
 13:00〜15:30

日時： 2015年8月29日（土）
 13:00〜15:30

ぜひご参加ください

日時： 2015年6月6日（土）
 13:00〜15:30

日時：  2015年4月10日（金）18:30〜20:30
会場：  梅田スカイビル・タワーイースト
 36階 スカイルーム1
講師： 津村  春英氏　
 新翻訳事業翻訳者兼編集委員
 大阪夕陽丘学園短期大学学長 (4月1日より)

 JBS Information

あなただけの聖書にしませんか

聖 書 事 業 懇 談 会

聖 書 と 音 楽 の 出 会 い

聖 書 ク イ ズ 王 決 定 戦

イベント情報

イベント情報

イベント情報

J B S 情報

JBS直営店　限定品のご紹介

●レザーバイブルカバー
ワインレッド／グリーン／
キャメル／チョコ
一枚ずつ全てハンドメイド
で仕上げた数量限定品
同色の「聖句（英語）つき
革しおり」をセット

（製作：M’s Factory）
本体5,100円＋税〜

オンライン・ショップの
ご案内

http://biblehouse.jp/

●みことば入り聖書カバー
◦小型（A6）判　みことば入り聖書カバー 
ブルー／ピンク／ブラック　900円＋税
◦ミニ（B7）判　みことば入り聖書カバー 
ブルー／ピンク／ブラック　800円＋税

JBSオリジナル商品
日本聖書協会はさまざまなオリジナル商品を開発してまいります。みこ
とば入り聖書カバーや本革しおりなどが好評です。
また、国内最高峰の栃木レザーのヌメ革を使用したレザーバイブルカ
バーも直営店限定ジーザスフィッシュデザインをあしらって販売中です

（数量限定品）。マルチサイズ・ブックカバー（アマネカ）はA6判か
らA5判まで殆どの聖書や讃美歌に対応できる便利なものですが、直
営店限定のクロスデザインをあしらい、好評を博しております。

Bible Guide

直営店で取り扱っている限定版の聖書やグッズから、いくつかご紹介いたします。いずれも詳しくはお
近くの直営店にお尋ねください。特に限定版の聖書やグッズは数が限られていますので、品切れの際
はご容赦ください。今後、クリスマスやイースターなど季節に対応したグッズやカード類も厳選して仕
入れてまいりますので、遠方のお客様はオンラインショップをチェックしていただければ幸いです。

インターネット

からもご注文

いただけます

聖書、キリスト教用品を豊富に
取り揃えております

1415



16

編
集
後
記

後援会員になって聖書普及活動を継続してお支えください。
すべての人に「み言葉」が届けられる日の実現を共に目指してまいりましょう。

お 捧 げ い た だ く 年 会 費 に よ っ て 、 以 下 の プ ロ グ ラ ム が 支 え ら れ て い ま す 。

※�その他、東日本大震災
被災地支援や神戸バ
イブル・ハウス支援な
ど、必要に応じて支援
を行っています。

日 本 聖 書 協 会 　 後 援 会 に ご 入 会 く だ さ い  !

海外聖書製作 手話訳聖書製作支援 点字聖書製作

Become a member and support the Bible Work

★募金部へのお問い合わせ、後援会ご入会のお申し込み　TEL : 03-3567-1980　E-mail : fund-raising@bible.or.jp

ライフ・メモリアル献金をお申し込みの方には、日本聖書協会より「記念聖書」をお贈りいたします。

2014年度は2件、計3,100万円の遺贈献金を賜りました。心より感謝申し上げます。

※�遺贈献金をお考えの
方は、どうぞ募金部
まで、ご相談、お問
い合わせください。

「ライフ・メモリアル献金」をお勧めいたします。

遺贈献金
遺言による遺産の贈与、生前贈与、または
相続された遺産の贈与の時に。

記念献金
信仰生活の節目、金婚・銀婚を迎えた時、
定年退職など人生における節目に。

後援会が
支える
聖書支援
プログラム

17  Library’s Treasure

 聖書図書館蔵書シリーズ 40

漢訳聖書  代表訳

舊約全書  （第1巻—第7巻）

新約全書  （第8巻—第9巻）
香港英華書院印刷　1864（同治3）年—1866（同治5）年

縦：29.2 cm��横：19.8 cm��大判
訳者：メドハースト、ストロウナク、ミルン、ブリッジマン

　1842年の南京条約により五つの港（広東、 廈門、福州、
寧波、上海）が開港させられ、香港はイギリス領となり、
多くの宣教師たちが中国に入った。1843年8月、各宣教
団体の代表が香港に集まり、聖書翻訳委員会が設立され
た。改訳の基礎に「モリソン改訳」を用い、新約聖書翻
訳原典は「ギリシア語新約聖書公認本文」とした。
　ギリシア語のTheosをマーシュマンとモリソンがとも
に「神」とし、他は「上帝」を用いることを主張した。米

国聖書協会は「神」を、英国聖書協会は「上帝」を採用し、
新約聖書は二つの版で1852年、上海で刊行された。
　旧約聖書の翻訳は1849年末に着手されたが、意見の相
違から英国系宣教師たちが委員会を脱会し、新約聖書と
同じ方針に基づいて翻訳を進め、1854年、上海で刊行さ
れた。代表委員会の離脱者の手になる旧約聖書と、代表
委員会の改訂した新約聖書とを合わせて「代表委員会訳」
（The Delegatesʼ Version）と名付けられた。

　
ソ
ア
四
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号

で
は
特
集
ペ
ー
ジ
で
日
本
聖
書
協
会
直
営
店
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
聖
書
の

み
こ
と
ば
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
使
命
に
、
日

本
聖
書
協
会
で
は
、
頒
布
事
業
に
お
い
て
、
全

国
に
五
店
舗
の
直
営
店
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

カ
タ
ロ
グ
で
の
通
信
販
売
を
通
し
て
、
聖
書
か

ら
キ
リ
ス
ト
教
用
品
に
至
る
ま
で
、
幅
広
く
聖

書
の
普
及
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
各
直

営
店
の
店
長
の
生
の
声
か
ら
、
聖
書
頒
布
に
か

け
る
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
全
国
の
日
本
聖
書
協
会
の
直

営
店
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
報
事
業
で
は
、
昨
年
よ
り
「
聖
書

ク
イ
ズ
王
決
定
戦
」
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、

世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
が
聖
書
に
親
し
み
、

聖
書
を
よ
り
深
く
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
趣
旨
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

昨
年
、
東
京
で
第
一
回
、
大
阪
で
第
二
回
の
大

会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
な
ご
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
各
地
で
開
催

し
て
い
き
ま
す
。
お
近
く
の
都
市
で
聖
書
ク
イ

ズ
王
決
定
戦
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

この印刷物は適切に管理され
た森林で生産された木材を原
料に含む「FSC®認証紙」を
使用しています。

1口／1,000円� 1口／3,000円� 1口／5,000円
1口／10,000円� 1口／50,000円

※�初回のご登録時に一括で会費をお預かりします。毎年の年会費をご納入いた
だくことなく、一生涯、会員資格と特典をお受けいただける終身制度です。
生涯会員としてのご登録時に、「記念聖書」をお贈りいたします。詳しくは募
金部までお問い合わせください。

後援会入会申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
ホームページでも「入会申し込み」をお受けしています。
http://www.bible.or.jp/collection/col07.html

ご入会いただいた方には、会員証
と会員バッジを進呈し、年4回発
行のニュースレター「からし種」
をお届けして、聖書普及の働きを
詳しくご報告いたします。

会員バッジ年会費は5つのタイプからお選びいただけます。

New 　生涯後援会員　1口50万円からお受けいたします。
男性用女性用

「いのちの糧」を届けたい！「いのちの糧」を届けたい！

一般会員

終身会員


